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	１．本研究のポイント
	３．研究内容・成果
	本研究グループはまず、動きのあいまいさを操作する視覚刺激を作成しました。この刺激では、小さい点がいくつか提示され、それぞれの点は、上、下、またはランダムに動きます（図B）。この動きのランダムさにより、知覚されるあいまいさが操作されました。
	ヒト被験者は、この刺激が提示されたとき、点全体の動きの方向によって、ボタンを押すか、ボタンを押さない（つまり反応の抑制）かを判断することが要求されました。これらをそれぞれ、GO試行、NO-GO試行と呼びます（図B右）。そしてGO試行とNO-GO試行のヒト脳の活動を機能的MRIで測定しました。
	点の動きのあいまいさが高くなると、動きの知覚は難しくなるので、間違いが増えます。ここで重要なのは、間違いの増え方が、GO試行よりもN0-GO試行で大きかったことです(図B右下; 統計学的には交互作用といいます)。このことは、知覚のあいまいさが高くなることにより、反応抑制自体が困難になることを示しています。
	この「知覚のあいまいさに伴う反応抑制の難しさの上昇」（統計的交互作用）に関連した脳領域を探索したところ、上側頭溝が同定されました(図C青の領域)。この領域の活動は、知覚が容易なNO-GO試行でより大きくなっていました。さらにこの領域は、NO-GO試行が成功した時にも大きくなっていました(図C緑の領域)。
	また、NO-GO試行では右の前頭前野の活動が大きくなり、点の知覚のあいまいさが低いときには、上側頭溝の後部にある後頭側頭皮質の中側頭領域の活動が大きくなりました(図D)。これら2領域と上側頭溝の信号伝達の様式を調べたところ、知覚のあいまいさが低いときには、中側頭領域から上側頭溝を経由して前頭前野に反応抑制の信号が伝達される「ボトムアップ信号」が生じることがわかりました(図D赤矢印)。そして、あいまいさが高くなると、この信号の伝達方式が逆転し、前頭前野から上側頭溝と中側頭領域への「トップダウン信号」...
	４．今後の展開

